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研究主題 

子どもたちの豊かな心と体を育む保健室経営 
～ユニバーサルデザインの視点を取り入れた保健教材の工夫～ 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

            

式次第 

１． 開会のことば 

２． 研究会長あいさつ 

３． 来賓あいさつ 

４． 来賓および指導者助言者紹介 

５． 研究報告・研究協議 

６． 指導講評 

７． 次年度報告地区（宮前区）中間報告 

８． 閉会の言葉 

 

・日 時：令和 4(2022)年 1 月 19 日(水)１４：００～ 

・会 場：川崎市立久本小学校 

・発表地区：高津区養護研究会 



                        

 

Ⅰ．研究の概要 

１．主題設定理由とねらい 

 

 

 

高津区養護研究会では、日常の保健室経営の中で、子どもたちの気になる様子や健康課題につい

て、ブレインストーミング法やＫＪ法を用いて話し合いを進めてきた。その結果、子どもたちが自

ら健康に過ごすための行動が継続できていないことや、繰り返し保健指導を行っても健康的な行動

の習慣化が難しいことが課題として見えてきた。子どもが自分の体に関心をもち、健康に過ごすた

めの行動ができるようになるには、これまでの指導内容を見直し、子どもたちに伝える手立てを工

夫していく必要があると考えた。  

高津区の目指す子ども像を「自分の体・健康に関心をもてる子ども」「健康的な行動を習慣化し、

実践できる子ども」とし、ねらいにせまる具体的な手立てを話し合った。各学校で行っている保健

指導や実践を振り返ったところ、今までの保健教材や掲示物に見にくさや分かりにくさがあったの

ではないか、説明の仕方に見直しが必要なのではないかという意見が挙がった。また、内容が理解

できず困っている子どもたちの様子も見られた。そこで、教材の工夫を考えることで、すべての子

どもたちにとっても分かりやすい教材になると考えた。工夫した教材を用いて実践することで、子

どもが自分の体と健康に関心をもち健康的な行動につながるきっかけになるのではないかと考え

られた。                                                                       

子どもたちとの関わりの中で気になった場面や課題として挙がった「けがの手当」「感染症予防」

「健康診断」について、３つのグループに分かれて研究を進めることにした。人間は情報の 80％

以上を視覚から得ていると言われていることから、どんな人でも見やすく、伝わりやすくするため

には、視覚から入る情報を工夫して教材を作成することで、私たちが伝えたい内容を確実に伝えら

れるのではないかと考えた。そして「いつでもできる」「どこでもできる」「だれでもできる・わか

る」をキーワードにし、保健教材作りの研究に取り組むことにした。子どもたちが自分の体と健康

に関心をもち、健康的な行動を習慣化し実践できるよう、ユニバーサルデザインの視点を取り入れ

た保健教材の作成や見直しを進めた。 

 

 

 

２．研究の経過 

 
 

日頃感じている子どもの健康課題や養護教諭の職務に関して情報交換を行い、課題となっている

ことについてアンケートをとった。その結果、子どもを取り巻く社会環境の変化や、個々に課題を
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もち多様化した子どもたちの様子がみられ、健康課題の変化を感じるようになってきた。 

様々な健康課題を抱える子どもへの具体的な関わり方や健康診断での対応について各学校の取

組や情報交換を行い、子どもの健康課題解決を図りながら研究を進めてきた。 

 

 
 

前年度の研究を踏まえ、ブレインストーミング法やＫＪ法を用いて、各学校の子どもの 

実態について共有した。その結果、けがをした時に自分でできる手当ができていない、体調不良時

に自分の体の状態を伝えられない、健康診断では検査方法が理解できず困り感を抱えている等の子

どもたちの姿がみられた。そこで課題解決に向けて、視覚から得る情報が大きいことから見やすく

て分かりやすい保健教材や掲示物の工夫点としてユニバーサルデザインを取り入れることを検討

した。「けがの手当」「感染症予防」「健康診断」のグループに分かれ、実践内容の検討や保健教材

作りの研究を進めた。保健室から発信する情報や保健室における個別指導も大切にしながら、自分

の体と健康に関心をもち、健康的な行動を習慣化し、実践できる子どもの育成」を目指して研究に

取り組んだ。 

 

 

 

保健教材や掲示物を作成するにあたり、ユニバーサルデザインについての基礎的な知識や具体的

なポイントについて、特別支援教育センターの指導主事を講師に招き、研修を行った。また、各グ

ループで作成した教材を地区全体で共有し「いつでも」「だれでも使える」ようにするために「教

材情報共有シート」と「実践振り返りシート」を作成し、意見交換を行いながら研究を進めた。 

しかし、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で臨時休業になり、学校再開後は感染症 

対策のための執務が加わり、計画通りに研究を進めていくことができなかった。時間の確保が難し

い中、実践の機会と情報共有の方法を探り、作成した教材内容が子どもたちにとって分かりやすい

ものになっているか、さらに工夫できる点がないか、検討し見直しを図った。新型コロナウイルス

感染症対策においても、各学校で使用している保健教材や掲示物がユニバーサルデザインの視点に

なっているか情報交換をし、感染症予防グループでで 

きる内容を検討した。 

Ⅱ．研究の内容 

１．けがの手当グループの取組 

 地区の情報交換の中で、すり傷や鼻血などのけがにおいて、子どもが保健室に来る前に自分でけ

がの様子を見たり、基本的な手当が正しくできていなかったりすることが課題として挙がった。ま

た、基本的な手当の大切さについてほけんだよりや掲示物、個別指導などを通して伝えているが、

適切な行動につながっていないことも課題として挙げられた。 

２．感染症予防グループの取組 

地区の情報交換から、学校によって嘔吐物処理の方法に違いがあり、感染症対策が不十分である
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ことが課題として挙げられた。集団感染の発生を防ぐために、全ての教職員がノロウイルス等の感

染症についての正しい知識と嘔吐物処理方法を身に付けることが必要であると考えた。また、体調

が悪い時に自分の様子をうまく伝えることができず、その場で吐いてしまうことがある。ノロウイ

ルス等の感染症拡大防止のためにも、嘔吐する前に体調が悪いことを自分で伝えられるように指導

する必要がある。新型コロナウイルス感染症が長期化していることにより、子どもたちに慣れが出

てきて感染予防の意識が薄れてきている姿が見受けられた。そのため、感染症予防の行動につなが

るような資料等の工夫を取り入れた定期的な指導が必要であると考えた。 

３．健康診断グループの取組 

 健康診断の事前指導で子どもたちや教員に毎年同じ説明をしているが、スムーズに健康診断を受

けられないなどの課題が挙がった。要因として、子どもたちが健康診断の受け方についての説明や

指導されている意味が分からない、見通しがもてない、教員の説明が十分ではない、などが考えら

れた。子どもたちが健康診断の目的と受け方を知り、見通しをもち安心して健康診断を受けること

ができれば、自分の体への関心が高まるのではないかと考えた。また、教員の誰もが子どもたちに

同じ指導をすることができる教材があれば、手軽に短い時間でも活用できるのではないかと考え

た。 

Ⅲ．研究のまとめと今後の課題   

高津区養護研究会では、各学校の子どもたちの気になる様子や健康課題について話し合ったとこ

ろ、けがをして保健室へ来る前に自分でできる手当ができていない、体調不良時に体の様子を自分

の言葉で伝えられない、健康診断では受け方をよく理解できていないなどが高津区の子どもたちの

共通の課題として挙がった。そこで、私たちはどのような手立てを考えたらいいのか話し合いを進

めた結果、困り感を抱えている子どもたちはもちろん、すべての子どもたちにも分かりやすい教材

となるユニバーサルデザインに視点を当て、「けがの手当」「感染症予防」「健康診断」の３つグル

ープに分かれ、保健教材の工夫について研究を進めた。 

「けがの手当」グループでは、学級指導や個別指導で活用できるように、すり傷・鼻血・やけど

のけがについて、スライド教材を作成した。子どもたちが興味・関心をもてるようなイラストや色

合いに工夫して、保健室へ来室する前に自分でできる手当があることに焦点を絞り、音声付きにし

た。指導内容を精選したことで、短い時間でも内容を理解することができ、指導後には子ども自身

が実践しようとする姿が見られた。また、保健室に来室した子どもに個別指導をする際、スライド

教材で使用した言葉と同じ言葉で伝えると、指導内容が行動に結びつきやすいことが分かった。あ

る学校では、絆創膏を貼らないと安心できない様子だった子どもに、傷を洗った後スライド教材の

最後に使用した「おしまい」という言葉をかけたら、絆創膏を貼らなくても納得して保健室を後に

できた。この事例からも効果を感じることができた。 

 「感染症予防」グループでは、教職員向けにノロウイルスについての知識と実際の嘔吐物処理の

方法、汚染された食器の消毒や返却についてのスライド資料を作成し研修を行った。蛍光塗料入り



                        

 

の模擬吐物を作り、吐物の飛散状況を可視化した写真を入れ、感染拡大の要因や広範囲の消毒が必

要であることを分かりやすく伝わるようにした。研修後、実際に子どもが嘔吐した場面では教職員

が、研修で伝えた通りに処理を行う姿が見られ、スライド資料の効果が感じられた。また、研修後

教職員に行ったアンケート調査の結果からも、研修が効果的だったことが分かった。しかし嘔吐し

た食器の消毒、給食室への返却の仕方に関しての理解がまだ不十分な姿が見受けられたため、教職

員が正しい処理ができるようにさらに研修内容を更新していく必要があると感じた。子ども向けの

教材作成については、子どもたちが教材を作りながら楽しむことができていたので、効果的だと感

じた。 

「健康診断」グループでは、視力検査、心臓病検診、耳鼻科検診について、スライド教材や動画

を作成した。事前に実際の健康診断と同じ設定の中で使う器具を見せたり、アニメーションを取り

入れて伝えたりしたことによって、安心して健康診断を受けることができる姿がみられた。「痛く

ないので安心してください」というナレーションがあることで、子どもから「安心して受けること

ができた」という言葉を聞くことができた。また、教員からは「動画だったので記憶に残りやすか

った」、心臓病検診の教材では「以前は機器を見ただけで泣く子どももいたが今回はいなかった」、

耳鼻科検診では「実際の健康診断と同じ環境の動画だったので、子どもも健康診断の受け方が想像

しやすかった」などの感想があった。言葉だけでなく映像も一緒に活用することで子どもや教員の

印象に残り、効果的だったことが分かった。 

今回３つのグループで作成した教材は、教材の内容やユニバーサルデザインの視点から工夫した

点が分かるように、高津区で作成した「教材情報共有シート」を使用して共有を図った。また「実

践振り返りシート」を作成し、実践の振り返りや今後の課題をグループ内で共有できるようにした。

そのため、高津区内のどの学校の子どもたちにも分かりやすくねらいを伝えることができた。私た

ち養護教諭が伝えたい内容を「いつでも」「どこでも」「だれでも」できる「わかりやすい」教材に

するという高津区の目標を形にすることができたと思う。今後は今回作成した教材の内容を更に工

夫し、指導を継続していきたい。また、指導する時間の確保や今年度から導入された GIGA 端末で

の活用については、今後の課題である。 

今回の研究を進めていく中、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため３カ月の臨時休業があり、

学校再開後は新しい生活様式となり、私たち養護教諭は子どもたちの健康観察や感染症対策に追わ

れた。地区研究会も制約され、予定していた保健指導も時間の確保が難しいため行うことができな

かった。そんな焦りの中、研究会会長の「できる範囲での研究で良い、養護教諭は目の前の子ども

と向き合うことが何よりも大切」という言葉に救われた。今回の研究報告は、十分とは言えない実

践であることを承知の上で報告させていただき、この書面で感謝をお伝えするとともに、養護研究

会があることで私たち養護教諭は学校で一人か二人であっても、日々の不安を乗り越えていけるこ

とを改めて実感した。今後も、子どもたちを取り巻く環境が日々変化していく中で、私たち養護教

諭は研究会の仲間とともに情報を共有し合い乗り越えていきたい。そんな仲間に高津区の研究が少

しでも役立つことができれば幸いである。 

 



                        

 

 

研究協議 研究協議の柱 

「日々の保健室経営の中で、ユニバーサルデザインが必要だと思われる場面はどのような 

場面ですか。また、心がけていること等があれば、教えてください。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【協議内容】 

・ユニバーサルデザインと取り入れることによってシンプルで分かりやすかった。フォント

の大きさや行間に余白を持たせたことで紀要冊子がとても読みやすかった。 

・来室時に子供の訴えをカードや一覧にしてどんな具合か体調や様子を伝えるツールを作成

したことがある。 

・健康診断の事前指導で動画やスライドを使用したことで、ねらいどおり「見通しを持ち、安

心して正しく受けること」ができたのではないか。聴覚に訴えられる教材がよかった。 

・外国籍の児童にとってわかりやすい教材だと思った。けがの部位や、けがをした場所のイラ

ストや写真を準備することもユニバーサルデザインになると思った。 

・嘔吐物処理のスライドや動画は校内研修に是非使用させてもらいたい。 

・伝えるべきことがシンプルですべての子どもにわかりやすい教材だと思った。 

・ネズミとドーナツがよかったので、視力検査で取り入れていきたい。 

・各学校に合わせて動画の内容を変更して使用できる資料であることがよいと思った。 

・教材情報共有シート、実践振り返りシートが参考になった 

・支援級の健康診断が難しかったが、今後は動画や資料を活用できると思った。 

・ユニバーサルデザインの視点を取り入れた指導は環境も大切だと思う。 

・トイレの使い方について、ユニバーサルデザインの視点を取り入れて指導できたらよい。 

 

【質問と回答】 

質 問 回 答 

・すり傷の手当の仕方の動画はどのタ

イミングで見せているのか。 

・給食後の時間(15分) 

・特別活動の時間(1・2年生)、保健室来室時 

・資料の共有フォルダはどのタイミン

グで先生たちに見せていたのか。 

・子どもたち向けの教材については子どもたちへ指導した後、共有

フォルダに入れておき、回覧板で知らせ、担任がいつでも見るこ

とができるようにした。 

・新型コロナ感染症流行期で研修日を設けることができなかったこ

とと大人数で集まることを控えていたため、期間を決めて学年ご

とや各自で研修の動画を見てもらった。 

・健康診断で視力検査、耳鼻科検診、心

臓病検診の３つにしぼった理由は？ 

・教材は掲示物を含め聴力検査、眼科検診、歯科検診についても作

成した。区内の多くの学校で教材を活用し、子どもたちの反応が

わかりやすかった３つにしぼった。 

・誰でもどこでも使える教材の研究だ

ったが担任が実際にどの場面で使っ

たのか、また使ったらよいのか。 

・動画やスライドは誰でも指導できるように音声を入れて作成し

た。実際に教材を使用して指導した場面は各検診の前日や当日の

朝の会等の時間。子どもたちが内容を忘れないように検診までの

時間を空けないようにした。各学校の実態に合わせて、検診前の

待機場所で教材を見せるなど、効果的な方法を今後検証したい。 

 



                        

 

 

【指導講評】川崎市総合教育センター カリキュラムセンター 指導主事 野口裕子 先生 
 

高津区の皆様、研究お疲れ様でした。新型コロナウイルス感染症の流行拡大により、研究

のまとめが大変だったのではないかと思います。研究推進委員を中心に、研究をすすめてい

くにあたり、流れがわかりやすいように推進だよりを発行するなど取り組み方も工夫されて

いました。内容についてですが、自校の健康課題についてしっかり把握されていて狙いがし

っかりと明確になっていると感じました。研究主題「子どもたちの豊かな心と体を育む保健

室経営」～ユニバーサルデザインの視点を取り入れた保健教材の工夫～を目指す子ども像と

重ねて 「けがの手当て」「感染症予防」「健康診断」の３つのグループにわかれて、指導内

容や教材を検討していました。「感染症予防」については、新型コロナウイルス感染症の対応

について研究内容に加え、児童と教職員がすぐに実践できる内容となっていたことがとても

よかったと思います。 

「いつでもできる」「どこでもできる」「だれでもできる・わかる」という視点をベースに見

やすくて読みやすい、保健教材の作成ができていたと思います。教材を作って満足するだけ

でなく、課題をみつけ、そこからよりよい実践にしていく、そして日々の保健室経営につな

げていけるとよいのではないでしょうか。養護教諭の視点を持ち、とても効果があった実践

でした。 

今後の課題としては、教材や研修内容を工夫し更新していくこと、指導を継続していくこ

とが挙げられていました。また、「指導する時間の確保と GIGA 端末の活用」とありました。

養護教諭が学校現場の様々な場面を通し、子どもたちの健康課題の解決に向けて継続的に保

健教育や健康教育を実施し、専門性を生かした一つ一つの実践が子どもたちの意識の変容に

つながります。 

GIGA 端末の活用についてですが、今後は、デジタル教科書も導入されます。GIGA 端末に

触れる時間の長さが増えていくことにより、児童の健康に与える影響について考慮しなくて

はなりません。使うことが目的ではなく、何のために GIGA 端末を使うのか狙いを明確にし

た活用となるようにしていくことが大切です。 

今回の高津区の研究で育まれた子どもたちの力が、これからの長い人生において、健康に生

き抜いていくための力として、それぞれの子どもたちに定着していくことを願っています。

高津区の先生方、素晴らしい研究報告をありがとうございました。 

 

【次年度報告地区（宮前区）中間報告】 

 川崎市総合教育センターの HP「教育研究会」→「小学校教育研究会」→「養護研究会」 

→カテゴリーメニュー「養護：各地区研究内容」→「養護 宮前区」から PDF でご覧にな

れます。 

 


